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6-3-d 「照明グループチェックシート」の作成

「総合チェックシート」作成時に設定した各照明グループについて、それぞれ

の照明グループ毎に、表６－１２に示す「照明グループチェックシート」を作成

し、より具体的な配慮を検討する。このシートは、施設整備において、(設備)実

施設計段階から完成までの期間に適切な段階を経て作成されることが望ましい。

HIDまた出来る限り、全ての照明グループについて作成することが望ましいが、

ランプを使用しないアプローチ灯等の器具類を通常の方式（過密に設置しないな

ど）によって整備する場合には 「５ 運用管理の方針」及び「６ 照明機器・数、 . .
量等の適正さ」の２項目について、確認が行われれば十分であると考えられる。

） 、 。注 本チェックシートにおいて確認する総合効率は あくまで目安としての意味しかない

なぜなら、一般に出力（ワット数）の大きい照明器具は、高い効率を実現しやすいから

である。出力の小さい器具で単体として効率が低い場合でも、その照明目的上、施設全

体としての効率化に寄与する場合も多い。本章は、むしろそのような総合的配慮を推奨

するものである。

（ ）照明目的の確認1
当該照明グループの照明目的を確認する。ここでは、照明の設置目的などと併

せて、照明グループが照度・輝度を与える対象物とその範囲（以下「照明範囲」

という）も含めて確認することが必要である。

この照明範囲は、照明設計が行われる場合には、施設管理計画上照度を与える

べき一連の空間を指すと考えられるが、照度設計を行わない場合、特にアプロー

チ灯など配置計画そのものが重要であり照度設計の必要性が低い照明方式が採用

される場合など、厳密に規定できない場合においては、管理上水平面照度を与え

るべき範囲（例：屋外通路、ポケットパーク等）と考えれば良い。

また、確認された照明範囲は照明対象についての考え方とともに配置図上で整

理するものとする。

照明範囲を必要十分に設定することは 「漏れ光」ひいては「障害光」の抑制、

の根幹をなすものである。よって、導入される照明機器によって照明範囲を規定

してしまう等の安易な検討を行うことがないようにする。

なお、ここで確認される照明範囲は 「４．グループ毎の漏れ光(障害光)の鉛、

直面照度による確認」の際の基本的考え方を方向付けるものである。よって、照

明範囲を必要以上に広く設定することは、以降に続く確認事項による環境配慮が

不十分となる可能性があるため、避けることが望ましい。

（ ）周辺環境の再確認2
「総合チェックシート」の作成時に把握した、潜在的に影響を与える可能性が

ある周辺環境について、当該グループとの関係性を再確認する。
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（ ）照明範囲における明るさの確認3
ここでは、照明対象（範囲内歩行者、路面等 、照明範囲が必要とする光学的）

指標（照度、輝度など）を把握する。照明対象・範囲が必要とする明るさなどを

、 、 。確認するとともに 照度設計等が行われる場合は その代表的設計値を記入する

さらに、周辺の状況（施設周辺の明るさ、照明の設置状況）を考え、必要以上

の照度の設計などを行っていないかを確認することが必要である。

（ ）グループ毎の漏れ光・障害光の確認（実測が可能な場合）4
「１ 照明目的の確認」において確認された照明範囲の外部にどの程度「漏れ.
光」が発生しているかを簡易にチェックするとともに、照明グループと関連の強

い周辺環境に対し 「障害光」が発生していないことの確認を行う。、

( ) 照明目的に照らした「漏れ光」の確認a
本項目において 「漏れ光」が照明目的などを踏まえて、過剰になっていな、

いかの確認を行う。一般に「漏れ光」の方向性及び量については、厳密に把握

することが難しいが、ここでは照明範囲外への「漏れ光」に関する配慮の手法

のひとつとして、鉛直面照度による評価の提案を行う。

（鉛直面照度による漏れ光の評価）

一般に照度設計などにおいては、鉛直面照度を設計する場合が多いと考えら

。 、「 」 、れる このため 漏れ光 の評価も鉛直面照度によって行うことができれば

。 。実務上効率的であると考えられる 以下に評価をするうえでのポイントを示す

①漏れ光を評価する場所は、照明範囲の境界とする （境界が敷地内であって。

も「漏れ光」を認識することが望ましい）また、厳密に照明範囲を規定でき

ない場合は、管理上、水平面照度を与える範囲を考えればよい。また、通常

は路面上 ｍでの鉛直面照度とする。1.5
②漏れ光を評価する方向は、照明範囲境界から範囲内に向けて適切な方向であ

ること。

③評価基準値として、一律の数字を示すことは困難であるが、一つの目安とし

て、ＣＩＥ（国際照明委員会）における「屋外照明設備による障害光の規制

ガイド（３ 」に提案されている鉛直面照度（灯火管制前）の数値がrd Draft）
挙げられる。

照度設計を行う場合には、以下の参考値をなるべく下回るように配慮する

ことが望ましいが、周辺の照明環境等により現実的な値とならない場合はそ

の限りではない。

④測定値は、照度測定器の精度のばらつきがあると考えられるため、有効数字

は２桁で評価し、小数点以下は四捨五入して用いることが望ましい。

21.4 lx 21 lx（例） 実測値 →
5.5 lx 6 lx→
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0.2 lx 0 lx→

照明範囲境界から範囲内に向けての鉛直面照度の参考値

照明環境Ⅰ 照明環境Ⅱ 照明環境Ⅲ 照明環境Ⅳ

Lx lx lx 10 lx 25 lx鉛直面照度( ) ２ ５

（ ） 「 （ ）」数値の出典 ＣＩＥ 屋外照明設備による障害光の規制ガイド ３ rd Draft

( ) 影響可能性がある周辺環境に対する配慮（ 障害光」の抑制）b 「

ある照明が「障害光」の原因となっているか（又は「障害」とならない程度

まで抑制されているか）の判断基準を一律に示すのは困難である。これは、障

害を受ける対象が、歩行者などの人間である場合、あるいは家畜、農作物、野

生動植物、さらには「夜空」というように様々であるためであり、対象によっ

ては、どの程度の光で影響が生じるのかの知見の蓄積も十分ではない。

輝度に対する目安としては、道路（自動車運転者）に対するＪＩＳ「道路照

明基準」や歩行者に対する「歩行者のための屋外公共照明基準」等におけるグ

レア抑制の考え方を活用することができるが、家畜や野生動物への保証とはな

らない。

また、照度に関する目安を設定することも難しいが、一つの基準としては、

ＣＩＥ（国際照明委員会）における「屋外照明設備による障害光の規制ガイド

（ ）」 。３ に提案されている鉛直面照度の灯火管制後の数値が挙げられるrd Draft
ただし、この数値をクリアしていれば、全く周辺環境に影響がないとは必ずし

も言い切れないので、照明の影響を受ける対象物の性格を考慮のうえ、適切な

配慮をすることが必要である。

周辺環境の確認で把握した対象物近傍での鉛直面照度の目安

照明環境Ⅰ 照明環境Ⅱ 照明環境Ⅲ 照明環境Ⅳ

Lx lx 0 1 lx 0 2 lx 0 4 lx鉛直面照度( ) ０ ～ ～ ～

（鉛直面照度による障害光の評価）

①人工光の影響をうける周辺環境の対称物に対し、その近傍（特に設定できな

い場合は、施設境界が目安）での鉛直面照度を計測する。計測は、施設が整

備される前と、施設整備後の両方で行い、照明整備による照度の変換を定量

的に把握することが望ましい。

②鉛直面照度は、周辺環境対象物のうち、最も影響が大きいと考えられる地点

から、照明グループがある方向に向けて測定されることが前提である（該当
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鉛直面に他グループが存在する場合には、それらの重複値として基準値以下

であることが必要である 。）

③照明グループ整備前に既に （影響対象を含む施設やその他の施設の照明に、

よって）目標値を上回っている場合には、その当該施設における将来の照明

計画を把握した上で、適切な配慮がなされることが望ましい。

④測定値は、照度測定器の精度のばらつきがあると考えられるため、有効数字

は２桁で評価し、小数点以下は四捨五入して用いることが望ましい。

21.4 lx 21 lx（例） 実測値 →
5.5 lx 6 lx→
0.2 lx 0 lx→

（ ）運用管理方針の確認5
、 、主に 当該照明グループにおける点灯時間及び減灯時間帯及び減光率の考え方

さらにメンテナンスにおける確認事項を整理する。

（ ）照明機器・数量の適正さの確認6
照明グループ内に設定される個別の照明機器の仕様についてリストを作成し、

表６－１３に示すチェックリストにより、個々の照明が適正な仕様になっている

か、投光器などにおいては適切な設置が行われているかの確認を行う。さらにチ

ェック事項に該当する場合は、その対策を検討することが必要である。

表６－１３中には、それぞれのチェック事項に対応する形で、対策の方向が示

されている。また、資料編には設置箇所別の配慮事項の一覧表を示すので併せて

参考にすることが望まれる。

注）総合効率の考え方は 「街路照明器具のガイド」に準じ、安定器を含む消費電力当たりの、

器具発生光束とする。ただし、先にも述べたように、照明方式毎の総合効率の向上が、必

ずしも全体照明計画として捉えた場合の効率化に寄与するとは限らないと考えられる。

6-3-e 照明整備後の実測による確認

特に大規模施設や周辺環境への影響が大きいと考えられる施設については、

「 」 「 ．施設完成後に実測による影響の有無の確認を 照明チェックシート 中の ４

グループ毎の漏れ光（障害光）の鉛直面照度による確認」に基づいて行うこと

が望ましい。

また、特に動植物への影響については、どの程度の漏れ光が影響を及ぼすの

かの知見が蓄積されていない部分が多く、光学的基準などを設定することが困

難であるのが実状である 「照明チェックシート」においては、対象物直前で。

の照度の目標値を最低でも満たしていることが望まれるとしたが、仮にこの基

準値以下であっても、影響を生じる可能性が考えられるので、十分に注意した
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配慮を行う必要がある。

図６‐６ 照明グループと照明範囲の考え方

照明範囲（駐車場）
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表 ６ ‐ １ ２ 照 明 グ ル ー プ チ ェ ッ ク シ ー ト の 書 式
施設類型 照明グループ名称 整理番号

１．照明目的 (当該照明ｸﾞﾙｰﾌﾟにおける照明目的の記入) ２．周辺環境 (該当照明照明ｸﾞﾙｰﾌﾟが影響する周辺環境)
確 認 の再確認

チェック □ 周辺環境を含め総合的に判断して、照明目的として適切か (特記事項）

３．照明範囲 (照明対象が必要とする照度確認)
における チェック □ ＪＩＳ・技術指針などの既存基準を満た
明るさの しているか
設 定 □ 周辺の明るさ等の状況と比べ、必要以上

設計値が → 代表的照度設計値 鉛直面 lx 水平面 lx の照度等を設定していないか
ある場合 (あるいは用いた既存基準値） (地上1.5ｍ） (輝度 cd/m２)（地上0m)

４．ｸﾞﾙｰﾌﾟ毎 (1)「漏れ光」に関する配慮（照明範囲境界） (2)「障害光」に」関する配慮
の漏れ光 ・１．において確認した照明目的（照明範囲）の境界での「漏れ ・２．で確認した人工光の影響をうける周辺環境の対象物に
(障害光)の 光」の程度を確認する。（敷地内であっても「漏れ光」を認識 対し、その近傍（特に設定できない場合は、施設境界が目
鉛直面照度に することが望ましい） 安）での鉛直面照度を計測する。
よる確認 ・厳密に照明範囲を規定できない場合は、管理上、水平面照度を ・鉛直面照度は、周辺環境対象物のうち、最も影響が大きい

与える範囲を考えればよい。 と考えられる地点から、照明グループがある方向に向けて
(実測が可能な ・照明範囲境界から範囲内に向けての値。 測定されることが前提である。
場合）

鉛直面照度（地上1.5ｍ） 実測値（鉛直面照度）

設 計 値 lx 実 測 値 lx 現状(整備前) lx 整備後 lx

照明グループ境界での照度めやす（参考値） 周辺環境再確認で把握し対象物近傍での鉛直面照度めやす
照明環境Ⅰ 照明環境Ⅱ 照明環境Ⅲ 照明環境Ⅳ 照明環境Ⅰ 照明環境Ⅱ 照明環境Ⅲ 照明環境Ⅳ

鉛直面照度 ２ lx ５ lx 10 lx 25 lx 鉛直面照度 ０ lx １ lx ２ lx ４ lx
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表
６
‐
１
２

照
明
グ
ル
ー
プ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
書
式
（
つ
づ
き
）

５
．
運
用
管
理

(点
灯
・
消
灯
時
刻
、
減
灯
方
式
な
ど
の
方
針
を
記
入
）

方
針
の
確
認

チ
ェ
ッ
ク

□
適
切
な
点
灯
時
間
の
設
定
が
計
画
さ
れ
て
い
る
か

□
深
夜
な
ど
の
減
灯
、
消
灯
は
可
能
か
（
安
全
、
防
犯
等
の
要
素
を
総
合
的
に
判
断
し
て
）

６
．
照
明
機
器
・
数
量
の
適
正
さ
の
確
認

照
明
仕
様
・
設
置
数

別
表
チ
ェ
ッ
ク
事
項
→

Ye
sの
場
合
の

に
当
て
は
ま
る
項
目

対
策
事
項

照
明
方
式

機
器
型
式

ラ
ン
プ
容
量

基
数

光
源
種
類
上
方
光
束
比

照
明
率

総
合
効
率

が
あ
る

例
街
路
灯

Ｍ
社
○
○

25
0
Ｗ

１
０

水
銀
灯

４
％

５
０
％

６
０
lm
/W

Ye
s・
No

ル
ー
バ
の
設
置

１
Ｗ

％
％

lm
/W

Ye
s・
No

２
Ｗ

％
％

lm
/W

Ye
s・
No

３
Ｗ

％
％

lm
/W

Ye
s・
No



-7
0
-

表
６
‐
１
３

照
明
設
置
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

チ
ェ
ッ
ク
事
項

対
策

例

１
．
照
明
機
器
の
選
定
、
設
置
位
置

□
道
路
・
街
路
灯
の
場
合
「
街
路
照
明
機
器
ガ
イ
ド
」
に
適
合
し
な
い

→
機
器
選
定
見
な
お
し
．
「
街
路
照
明
機
器
ガ
イ
ド
」
参
照
．

照
明
を
用
い
て
い
る
．

□
投
光
器
の
場
合
、
光
軸
方
向
が
水
平
よ
り
上
を
向
い
て
い
る
．

→
光
軸
角
度
は
鉛
直
下
向
き
か
ら
70
度
以
内
に
な
る
よ
う
に
調
整
、
工
夫
．

２
．
照
明
範
囲

□
必
要
な
照
明
範
囲
以
上
を
照
明
し
て
い
る
．

→
照
明
設
置
位
置
、
光
の
照
射
方
向
の
再
検
討
．

→
広
範
囲
を
照
明
し
な
い
配
光
特
性
を
も
っ
た
機
器
へ
の
変
更
を
検
討
．

□
必
要
以
上
の
明
る
さ
の
照
明
を
設
置
し
て
い
る
．

→
照
明
配
置
の
再
検
討
．
照
明
設
置
数
の
削
減
検
討
．

３
．
障
害
光
の
チ
ェ
ッ
ク

□
上
方
へ
の
光
が
無
駄
に
漏
れ
て
い
る
．

→
道
路
・
街
路
灯
の
場
合
：
機
器
選
定
見
直
し
．
「
街
路
照
明
機
器
ガ
イ
ド
」
参
照
．

→
投
光
器
の
場
合
：
設
置
方
法
工
夫
．
ル
ー
バ
ー
設
置
．

→
そ
の
他
照
明
：
配
光
特
性
を
考
慮
し
て
機
器
選
定
見
直
し
．

□
近
接
建
物
(住

宅､
病院

等)
へ
の
影
響
の
可
能
性
が
あ
る
．

→
道
路
・
街
路
灯
の
場
合
：
機
器
選
定
見
直
し
．
「
街
路
照
明
機
器
ガ
イ
ド
」
に
適
し
た

（
居
住
者
へ
の
睡
眠
等
の
生
活
の
妨
げ
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
．
）

グ
レ
ア
の
照
明
機
器
を
用
い
る
．

→
投
光
器
の
場
合
：
設
置
方
法
工
夫
．
ル
ー
バ
ー
設
置
．

→
そ
の
他
照
明
：
配
光
特
性
を
考
慮
し
て
機
器
選
定
見
直
し
．

□
歩
行
者
・
運
転
者
に
対
し
て
不
快
な
グ
レ
ア
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
.
→
道
路
・
街
路
灯
の
場
合
：
機
器
選
定
見
直
し
．
「
街
路
照
明
機
器
ガ
イ
ド
」
に
適
し
た

(自
動車
･自

転車
)

グ
レ
ア
の
照
明
機
器
を
用
い
る
．

→
投
光
器
の
場
合
：
設
置
方
法
工
夫
．
ル
ー
バ
ー
設
置
．

→
そ
の
他
照
明
：
配
光
特
性
を
考
慮
し
て
機
器
選
定
見
直
し
．

□
農
作
物
・
家
畜
へ
障
害
光
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
．

→
配
光
特
性
の
に
よ
る
機
器
選
定
の
見
直
し
．

→
設
置
方
法
の
工
夫
、
ル
ー
バ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
る
直
接
光
の
カ
ッ
ト
．

□
野
生
動
植
物
へ
障
害
光
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
．

→
照
明
設
置
の
是
非
の
検
討
．

→
配
光
特
性
の
に
よ
る
機
器
選
定
の
見
直
し
．

→
設
置
方
法
の
工
夫
、
ル
ー
バ
ー
の
設
置
な
ど
に
よ
る
直
接
光
の
カ
ッ
ト
．

４
．
運
用
管
理

□
適
切
な
点
灯
時
間
の
設
定
が
計
画
が
な
さ
れ
て
い
な
い
．

→
適
切
な
運
用
管
理
方
針
の
設
定
．

□
深
夜
な
ど
も
点
灯
す
る
予
定
で
あ
る
．

→
夜
間
の
消
灯
の
是
非
の
検
討
．

→
夜
間
の
「
減
灯
」
の
可
能
性
の
検
討
．

□
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
に
関
す
る
運
用
計
画
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

→
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
検
討
。



- 71 -

図６‐７( ) 全体照明計画作成例（個別住宅系）1

防犯
Ｓ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

歩行・通行
T1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

誘引・演出
G1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

景観
A1ｸﾞﾙｰﾌﾟ駐車場

玄関

住宅

道路

歩行・通行
T２ｸﾞﾙｰﾌﾟ

誘引・演出
G1ｸﾞﾙｰﾌﾟ 防犯

Ｓ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

壁付けブラケ ット

壁付けブラケット

壁付けブラケ ット

庭園灯

アプローチ灯

アプローチ灯

主要照明機能

補完照明機能

門灯

b-1 住宅地

b-
1 
住
宅
地

b-
1 
住
宅
地

総合チェックシート記入例（個別住宅系）

機 能 照明グループ 照明目的・機能 施 設 類 型 上 の 採用 する 照明 器具 周 辺環 境の 把握
主 要 照 明 機 能 で 方式 の候 補

類 型 分 類 グル ープ 名称 整 理 番 号 あ る か 障 害 を 与 え る 可 能 性 の あ る 対 象 ( 複 数 選 択 ) 施 設 周 辺 の 明 る さ (照 明 設 置 状 況 ) 施 設 適 合 性 △ の 場 合 の 配 慮 ･対 策

歩 行通 行 Ｔ １ 玄 関 T 1-1 歩行 者(ﾌ ﾟﾗｲﾍ ﾞｰﾄ) ○ ア プロ ーチ 灯 b-1（対 面住 居） 防 犯蛍 光灯 のみ
(Ｔ）

Ｔ ４ 駐 車場 入口 T 4-1 自動 車(ﾌ ﾟﾗｲﾍ ﾞｰﾄ) × ア プロ ーチ 灯 b-1（対 面住 居） 防 犯蛍 光灯 のみ

防 犯(Ｓ ) Ｓ １ 庭 の防 犯 S 1-1 暗闇 除去 ○ ブ ラケ ット な し

誘 導演 出 Ｇ１ 表札表示 G 1-1 部位 の表 示 × 門 灯（ 名称 表示) な し
(Ｇ)

景 観(Ａ ) Ａ １ 庭景 観照 明 A 1-1 夜間 景観 照明 × ｶﾞ ｰﾃﾞﾝ ﾗｲﾄ b-1（対 面住 居） 防 犯蛍 光灯 のみ △ 深夜消灯
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図６‐７( ) 全体照明計画作成例（集合住宅系）2

防犯
Ｓ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

歩行・通行
T1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

景観

A1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

駐車場

エントランスホ ール

共用廊下

マンション

道路

歩行・通行
T４ｸﾞﾙｰﾌﾟ

誘引・演出
G２ｸﾞﾙｰﾌﾟ

防犯
Ｓ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

表示灯・エントランスライト

ポール灯
ダウンライト

ガーデンライト

庭園灯

アプローチ灯

主要照明機能

補完照明機能

道路

中庭

マンション

共用廊下

歩行・通行
T1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

歩行・通行

T２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ

歩行・通行
T２ｸﾞﾙｰﾌﾟ

アプローチ灯 ポール灯

景観
A1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

景観
A２ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ダウンライト

ポール灯

ガーデンライト

d-3 都市公園に隣接

d-
3 
都
市
公
園
に
隣
接

総合チェックシート記入例（集合住宅系）

機 能 照明グループ 照明目的・機能 施 設 類 型 上 の 採用 する 照明 器具 周 辺環 境の 把握
主 要 照 明 機 能 で 方式 の候 補

類 型 分 類 グル ープ 名称 整 理 番 号 あ る か 障 害 を 与 え る 可 能 性 の あ る 対 象 ( 複 数 選 択 ) 施 設 周 辺 の 明 る さ (照 明 設 置 状 況 ) 施 設 適 合 性 △ の 場 合 の 配 慮 ･対 策

歩 行通 行 Ｔ １ ﾏﾝｼ ｮﾝ外 廊下 T 1-1 住民 (ﾌﾟﾗ ｲﾍﾞｰ ﾄ) ○ ダ ウン ライ ト な し 中 庭 の 明 か り が 少 し 届 く
(Ｔ）

Ｔ ２ ﾏﾝｼ ｮﾝ入 口 T 2-1 住民 (ﾌﾟﾗ ｲﾍﾞｰ ﾄ) × ア プロ ーチ 灯 d-3（都 市公 園隣 接） 防 犯 灯 な し ( か な り 暗 い ) △ (防犯 兼用 )

Ｔ ４ 駐車 場 T 4-1 自動 車(ﾌ ﾟﾗｲﾍ ﾞｰﾄ) ○ ポ ール 灯 な し 防 犯 灯 な し ( か な り 暗 い )

防 犯(Ｓ ) Ｓ １ ﾏﾝｼ ｮﾝ裏 手 S 1-1 暗闇 除去 ○ ポ ール 灯 d-3（都 市公 園隣 接） 防 犯 灯 な し ( か な り 暗 い ) △ 防犯 上必 要

誘 導演 出 Ｇ ２ ｴﾝﾄ ﾗﾝｽ演 出 G 2-1 内部 空間 の暗 示 × ｴﾝﾄ ﾗﾝｽ照 明の 漏光 d-3（都 市公 園隣 接） 防 犯 灯 な し ( か な り 暗 い ) △ 深夜 減灯
(Ｇ)

景 観(Ａ ) Ａ １ 庭景 観照 明 A 1-1 夜間 景観 照明 × ｶﾞ ｰﾃﾞﾝ ﾗｲﾄ d-3（都 市公 園隣 接） 防 犯 灯 な し ( か な り 暗 い ) △ 深夜 減灯

Ａ ２ 中庭 景観 照明 A 2-1 夜間 景観 照明 × ｶﾞ ｰﾃﾞﾝ ﾗｲﾄ な し 外 廊 下 の 明 か り が 届 く
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図６‐７( ) 全体照明計画作成例（ビジネス系）3

防犯
Ｓ1ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

景観
A 1ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

道路

歩行・通行
T5ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

誘引 ・演出
G２ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

防犯
Ｓ1ｸﾞﾙｰ ﾌ ﾟ

表示灯
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ照明

ポール灯

埋め込みライト

アプローチ灯

主要照明機能

補完照明機能

歩 行・通行
T２ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

歩行 ・通行
T２ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ

アプローチ灯

景観
A 1ｸﾞﾙｰ ﾌ ﾟ

景観
A２ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

ポール灯
ガーデンライト

道路
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誘引・演出
G 3 ｸﾞﾙ ｰﾌ ﾟ

誘引 ・演出
G 3ｸﾞﾙｰ ﾌﾟ

ガーデンライト

ポール灯

a-2 国道隣接

a-
1 
歩
行
者
多
い

b-
1 
住
宅
地
隣
接

総合チェックシート記入例（ビジネス系）

機 能 照明グループ 照明目的・機能 施 設 類 型 上 の 採用 する 照明 器具 周 辺環 境の 把握
主 要 照 明 機 能 で 方式 の候 補

類 型 分 類 グル ープ 名称 整 理 番 号 あ る か 障 害 を 与 え る 可 能 性 の あ る 対 象 ( 複 数 選 択 ) 施 設 周 辺 の 明 る さ (照 明 設 置 状 況 ) 施 設 適 合 性 △ の 場 合 の 配 慮 ･対 策

歩 行通 行 Ｔ ２ 建物 入口 T 2-1 施設 利用 者通 行 ○ ア プロ ーチ 灯 a-1（歩 行者 が多 い） 街 路灯 があ る 防犯兼用
(Ｔ）

Ｔ ５ 駐車 場 T 5-1 自動 車(公 共) ○ ポ ール 灯 a-2（国 道隣 接） 道 路 灯 ､街 路 灯 設 置

防 犯(Ｓ ) Ｓ １ 建物 裏手 S 1-1 暗闇 除去 ○ ポ ール 灯 b-1（住 宅地 隣接 ） 防 犯灯 があ る 防犯上必要

誘導演出 Ｇ２ ｴﾝﾄ ﾗﾝｽ演 出 G 2-1 内部 空間 の暗 示 × ｴﾝﾄ ﾗﾝｽ照 明の 漏光 な し
(Ｇ)

Ｇ ３ 建物 名称 演出 G 3-1 建物 名称 提示 × 名称 サイ ン灯 な し

景 観(Ａ ) Ａ １ 庭景 観照 明 A 1-1 夜間 景観 照明 × ｶﾞ ｰﾃﾞﾝ ﾗｲﾄ a-1（歩 行者 が多 い） 街 路灯 があ る △ 深夜消灯

Ａ２ 噴水照明 A 2-1 夜間 景観 照明 × ｶﾞ ｰﾃﾞﾝ ﾗｲﾄ な し 隣 接 ﾎﾟｰﾙ 灯 の 明 か り が 届 く
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図６‐７( ) 全体照明計画作成例（公共施設系）4

防犯
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総合チェックシート記入例（公共施設系）

機 能 照明グループ 照明目的・機能 施 設 類 型 上 の 採用 する 照明 器具 周 辺環 境の 把握
主 要 照 明 機 能 で 方式 の候 補

類 型 分 類 グル ープ 名称 整 理 番 号 あ る か 障 害 を 与 え る 可 能 性 の あ る 対 象 ( 複 数 選 択 ) 施 設 周 辺 の 明 る さ (照 明 設 置 状 況 ) 施 設 適 合 性 △ の 場 合 の 配 慮 ･対 策

歩 行通 行 Ｔ ２ 建物 入口 T 2-1 施設 利用 者通 行 ○ ア プロ ーチ 灯 d-1（自 然公 園隣 接） 屋 外照 明な し △ ルーバ設置
(Ｔ）

Ｔ ５ 駐車 場 T 5-1 自動 車(公 共) ○ ポ ール 灯 c-1（ 1k m先に 天文 台） 街 路灯 設置 △ 漏光 配慮

防犯(Ｓ ) Ｓ １ 建物 裏口 S 1-1 暗闇 除去 ○ ポ ール 灯 d-1（自 然公 園隣 接） 屋 外照 明な し △ 防犯上必要

誘導演出 Ｇ２ ｴﾝﾄ ﾗﾝｽ演 出 G 2-1 内部 空間 の暗 示 × ｴﾝﾄ ﾗﾝｽ照 明の 漏光 c-1 ,d-1 (自 然 公 園 ,天 文 台 ) × 外 部 へ の 漏 光 防 止 検 討
(Ｇ )

Ｇ ３ 建物 ﾗｲﾄ ｱｯﾌﾟ G 3-1 建物 名称 提示 × 投光 器 c-1 ,d-1 (自 然 公 園 ,天 文 台 ) × 必 要 性 再 検 討

景 観(Ａ ) Ａ １ 庭景 観照 明 A 1-1 夜間 景観 照明 ○ ｶﾞ ｰﾃﾞﾝ ﾗｲﾄ c-1 ,d-1 (自 然 公 園 ,天 文 台 ) 屋 外照 明な し × 深夜 消灯

Ａ ２ 広場 照明 A 2-1 夜間 景観 照明 × 埋 込ラ イト c-1 ,d-1 (自 然 公 園 ,天 文 台 ) × ﾎﾟｰﾙ 灯 に 変 更


